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 高・地理歴史（日本史）１                                         ※印のところは記入しない 

 

受検番号 

 

 

 

 

 

 

 

 

氏名 

 

 

 

 

 

    ※ 

 

 

 

 

 

   
 
         

 令和８年度採用 山梨県公立学校教員選考検査           ※ 

 

 

 

 

 

高等学校 地理歴史（日本史） 解答用紙 

 

 

 

 

２ 
 

 

 
(1) 

 

盗賊や乱闘が多くなり，災厄がしきりにおこった社会的状況が仏教の説く末法の

世の姿によく当てはまると考えられ，現世の不安から逃れて，阿弥陀仏を信仰する

ことで来世において極楽浄土に往生し，悟りを得ようとする浄土教の教えが広まっ

た。                                  

                                   ④ 

 

 

 

(2) 

 

主人の死後は殉死することなく，跡継ぎの新しい主人に奉公することを義務付け

たもので，これにより主人の家は代々主人であり続け，従者は主人個人ではなく主

家に奉公する関係が固定され，下克上はなくなった。 

④ 

 

 
３ 

 
(1) ア    長 安    ② イ    条 坊   ② ウ    朱 雀   ② 

 
(2)      桓武天皇   ②    

 

(3) 

人口増加による口分田の不足を補い，税の増収を図るため，新たに灌漑施設を設

けて未開地を開墾した場合は３世にわたり，旧来の灌漑施設を利用して開墾した場

合は本人１代のあいだ，田地の保有を認めた。               ③    

(4) 多賀城  ② (5) ア     Ｚ  ① イ    Ｙ  ① ウ    Ⅹ  ① 

 

（裏面に続く） 

 

 

 

１ 
 

 

 

(1) ポドゾル (2) 貿易風 (3) プライメートシティ 

 
(4) 荀 子 (5) 

宗教協約 

(コンコルダート) 
(6) 

パレスティナ暫定自治協定 

（オスロ合意） 

(7) 庚午年籍 (8) 天正遣欧使節 (9) 徳富蘇峰 

 
(10) 中 国 

切り取らないこと 

②×10 
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高・地理歴史（日本史）２ 

 

 

(6)     ウ   ② (7) ア   寄 合 ② イ 
 惣 掟  

(村 掟) 
ウ 

村 請  

(地下請) 

(8)     エ      ② (9) 
見世棚    

（店 棚） 

(10) 

宋銭や明銭など輸入銭が主に使用されたが，貨幣の需要の増大とともに粗悪な

私鋳銭も流通するようになったため，取引に際して悪銭の受取を拒み，良質の銭を

求めたこと。                               

③ 

(11) 
キリスト教を禁教とするため。 

                                ② 

貿易を幕府の統制下におき利益の独占

を図るため。            ② 

 

(12) 

琉球に独立した王国として中国との朝貢貿易を継続させることで，朝貢貿易に

よって得られた中国の産物を得ようとした。 

                ② 

(13) 択捉島    ② 

 

４ 
 

(1) a 原料となる綿花は輸入に依存した ② b 国産の繭を原料としていた      ② 

 
(2)   朝 鮮 ②   台 湾 ② (3)     足尾銅山   ② (4)     石橋湛山    ② 

(5) 大正末以来継続していた政党内閣が崩壊し，戦後になるまで復活しなかった。③ 

(6) 皇道派  ② (7)  日本社会党  ② (8)     保守合同    ② 

(9) 細川護熙    ② 

 

 
５ 

 観点を「平等・格差」，問いを「近代オリンピックの開催当初，男子選手に比べて女子
選手が極めて少なかったのはなぜだろうか？」とする。 
 資料１を提示して「近代オリンピックにおいて女性が参加可能な競技数はどのように推
移しているのだろうか？」という推移や展開を考察するための問いを投げかける。次に資
料２を提示し，「このような新聞記事は，資料１から読み取れる，女性が参加可能な競技
数の推移とどのような関係があったのだろうか？」という事象同士の関係性を考察するた
めの問いを投げかけ，男女の身体および社会的役割についての一般的考え方やマスメディ
アの影響など，スポーツの分野における女性の進出と大衆化との関係について考察し，表
現する学習を展開する。 
 そして「今回取り扱った事象と類似した現代の事象は何だろうか？」という現在とのつ
ながりを考察するための問いを投げかけ，ジェンダーに基づく男女間の不平等は，現在に
おいても対応が求められる課題として残存していることに気付かせる。             ⑩ 

 

 

 

② ② 

② 


